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ペルシュロン種繁殖雌馬にみられた
遠隔転移を伴う腎細胞癌の１症例
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要 約

１９歳齢のペルシュロン種繁殖雌馬に血尿が認められた。血尿は止血剤および抗生剤投与によっては改善され

なかった。患畜は次第に元気食欲の低下、削痩、貧血を呈し、高度蛋白尿および胸前部冷性浮腫が発現した。

直腸検査により人頭大に腫大した左腎を触知し、腎臓腫瘍を疑った。病理解剖の結果、左腎は２７×１８×１０�に

腫大し、血液に富む巨大な腫瘤形成（１３×８×８�）を認めた。左腎門リンパ節は腫大し、また右腎臓、左右

副腎、肝臓および肺では大小の白色腫瘤を認めた。病理組織学的検査によりこれらの腫瘍はいずれも浸潤性に

増殖する上皮性腫瘍組織であったことから、本症例は腎細胞癌が他の複数の臓器に転移したものと考察した。
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は じ め に

馬における泌尿器系腫瘍の発生はまれであるが［１－４］、

腎臓では腎細胞癌の発生が最も多い［２－５］。馬の腎細胞

癌症例では、臨床的に体重減少、食欲減退、発熱、疝痛

等の非特異的徴候に加え、血尿、頻尿、排尿困難等の泌

尿器症状が認められる［４－６］。また、馬の腎細胞癌は非

常に転移しやすく、症例の７０％では診断時に転移がみら

れるため［２、４］、予後は不良である。今回、血尿と著しい

削痩を呈し、左側腎臓の腫大から腎臓腫瘍を疑った老齢

のペルシュロン繁殖雌馬を、肺、肝臓、副腎、心臓およ

び反対側腎臓に転移を伴った腎細胞癌と診断したので、

その概要を報告する。

症 例

症例は１９歳齢のペルシュロン種繁殖雌馬で、血尿を主

訴に受診した。初診時（第１病日）、体温３８．７℃、心拍

数８０回／分で、泌尿器感染症を疑い抗生剤および止血剤

により治療した。その後も同様の治療を継続したが、元

気食欲等の一般状態は次第に低下し、削痩の進行が認め

られた。血尿は改善と悪化を繰り返したが、第６２病日に

は一般状態もさらに悪化し、歩様のふらつきと胸前部冷

性浮腫が発現したため、確定診断のため第６３病日に帯広

畜産大学に搬入された。搬入時、体温３８．５℃、心拍数１００

回／分、呼吸数２０回／分で、顕著な削痩と脱水、胸前部の

冷性浮腫、集合姿勢および歩様蹌踉を認めた（図１）。

直腸検査では左腎の人頭大腫大を認めた。腹部超音波検
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図１ 症例の外貌 著しい削痩と集合姿勢が認められる。

１０ （５４）

北 獣 会 誌 ５５（２０１１）



査により、左腎臓に高エコー領域が散在していた。血液

および血液生化学検査では貧血、好中球増加による白血

球数の増多、総蛋白質・アルブミン・電解質の低下が認

められた（表１）。尿は暗赤色混濁で凝血塊を含んでお

り、重度タンパク尿（≧１，０００�／�）を呈し、尿沈渣

中には多量の白血球、赤血球および細菌が確認された。

これらの所見から腎臓腫瘍を疑った。

病理解剖および病理組織学所見

第６５病日に塩酸メデトミジン（ドミトール R、日本全

薬工業、福島）４�／�静脈内投与による鎮静後、ジア

ゼパム（ホリゾン１０�注 R、アステラス製薬、東京）

３０�／�静脈内投与およびサイアミラールナトリウム

（イソゾール R、日医工、富山）４�／�静脈内投与に

より倒馬し、５％ブドウ糖液（大塚糖液５％R、大塚製

薬、徳島）５００�にグアヤコール・グリセリン・エーテ

ル２５�を混じた溶液により筋弛緩を得、深麻酔下で放血

殺後、病理解剖を行った。

左腎臓は２７×１８×１０�に腫大し、割面では頭側皮質に

血液に富む１３×８×８�の腫瘤が存在していた（図２）。

左腎門リンパ節は７×３×２�に腫大していた。右腎臓

（１８×１７×８�）、左右副腎および肝臓の表面には直径

１～１０�大の小腫瘤が散在していた。さらに肺では左

右後葉の内側に直径８�の硬結白色腫瘤を認めるととも

に、全葉にわたって直径０．５～２�大の腫瘤が密発して

いた。最大の腫瘤は左腎臓に形成されたものであった。

病理組織学的検査により、左腎腫瘤塊は上皮性腫瘍細

胞の不整管腔状および管腔内乳頭状増殖からなっており、

拡張した管腔内には血液が貯留していた（図３）。腫瘍

組織は浸潤性に増殖し、周囲組織の境界は不明瞭であり、

また腫瘍内にはわずかに腎組織が残存していた。腫瘍細

胞は異型性が高く、分裂像も認められた（図４）。また、

一部では脈管侵襲も認められた。以上の病理所見より、

表１ 血液および血液生化学所見（第６３病日）

RBC ５．４２×１０６／	 BUN １６．９�／�
Hb ８．８�／� Creatinine ２．０�／�
PCV ２６．６％ AST １９７U／

MCV ４９．０fl ALP １，０９０U／

MCH １６．２p� γGTP ４９U／

MCHC ３３．１�／� LDH ４５２U／

Platelet ２４．４×１０４／	 CK １，３５４U／

WBC ２５，２００／	 Ca １０．４�／�
Sta １，００８／	 P ２．４�／�
Seg ２１，１６８／	 Na １３７mEq／

Lym ２，５２０／	 K ３．９mEq／

Mon ５０４／	 Cl ９８mEq／

Eos ０／	 TP ５．６�／�

Albumin ２．１�／�
α-globulin １．１�／�
β-globulin １．０�／�
γ-globulin １．４�／�
A／G ０．５９

図２ 左腎臓は２７×１８×１０�に腫大し、割面では頭側皮質
に血液に富む１３×８×８�の腫瘤が存在していた。

図３ 左腎腫瘤壊は上皮性腫瘍細胞の不整管腔状および
管腔内乳頭状増殖からなっており、拡張した管腔
内には血液が貯留していた（HE染色、Bar＝３００�）。

図４ 腫瘍細胞は異型性が高く、分裂像も多く認められ
た（HE染色、Bar＝６０�）。
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腎臓原発の腺癌、すなわち腎細胞癌と診断した。肺、心

室中隔壁、右腎臓、左右副腎、左腎門リンパ節、肝臓の

腫瘤でも同質の組織が認められた。

考 察

馬の腎細胞癌は老齢の馬でまれにみられることのある

浸潤性の強い悪性の泌尿器系腫瘍で［１－５］、とくに肺と

肝臓に転移しやすいが［２、４］、その他骨、口腔、反対側の

腎臓への転移も報告されている［２、８、９］。一般に症状は非

特異的で、進行してはじめて血尿等の泌尿器症状が発現

する［１、２］。今回の症例は１９歳齢と老齢であること、重篤

な血尿が主要な症状であること、一般状態不良であるこ

とに加え、左腎臓の著しい腫大などの所見から生前に腎

臓の腫瘍性疾患を疑っていた。しかし、尿沈渣中には腫

瘍細胞は認められなかった。また、病理解剖では肺およ

び肝臓にも腫瘍が認められたが、臨床的には呼吸器症状

や肝臓の異常を強く示唆する所見はみられなかった。

病理解剖において、腫大した左腎臓の頭側皮質に大型

の腫瘤を認めたほか、肝臓、肺、左右副腎、右腎臓にも

大小の腫瘍病変が認められ、いずれも病理組織学的に腺

癌と診断された。なお、左腎臓の皮質に発育した腫瘍が

最も大型であったこと、および左の腎門リンパ節にも腫

瘍浸潤が認められたことから、原発性の腎細胞癌が他の

臓器に転移したものと判断された。馬における腎細胞癌

の発生は海外では報告されているが［５－１３］、わが国では

調べる限りでは見当たらず、極めてまれな症例であると

考えらる。
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